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第４章 施策の基本方向  

第３章の課題を踏まえて、施策の基本方向を次のとおり定める。

 

 １ ３Ｒの推進  

２ 廃棄物処理のルールとマナーを守るまちづくり  

３ 非常災害時における廃棄物処理体制の構築  

１ ３Ｒの推進  

３Ｒの中でも優先順位の高い２Ｒの取組を重点的に推進し、やむを得ず発

生する廃棄物について、分別排出を徹底し、できる限り再生利用する仕組み

を作ることで、最終処分量の削減を推進する。  
 

 

２ 廃棄物処理のルールとマナーを守るまちづくり  

不法投棄等の不適正処理が行われた場合は、生活環境保全上の支障が生ず

る恐れがあることから、廃棄物の適正処理を推進し、不適正処理を未然に防

止するとともに、不適正処理等の違法行為に対しては迅速かつ厳格に対処す

る。  
 

３ 非常災害時における廃棄物処理体制の構築  

災害廃棄物の処理は、適正かつ円滑・迅速に処理する必要があるとともに、

可能な限り再生利用等を行い、最終処分量を低減させる必要がある。  
このような処理を実行するために、平時から、各主体における事前の備え

を促進し、さらに、各主体の連携・協力体制の構築を推進する。  
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第５章 目標  

京都府における循環型社会の形成を計画的かつ総合的に推進していくた

め、平成 年度の目標を以下のように定める。  
 

第１節 一般廃棄物の減量化の目標  

１ 排出量、再生利用率、最終処分量等に関する目標  

過去 10 年間の環境省の「一般廃棄物処理実態調査」により、地域区分ごと

の実績値をもとに、現状の趨勢で推移したと仮定して算出した値から府民、事

業者の排出抑制等による効果を見込んで設定する。  
     

 
   

項 目  
 

平成 年度  
実績値  

平成 年度  
目標値  

 排出量 千ｔ  千ｔ  
 再生利用率 ％  ％  
 減量率 ％  ％  
 最終処分量 千ｔ  千ｔ  

                                

２ 取組目標  

平成 28 年１月に変更された廃棄物処理法の基本方針においては、これまで

の減量化の目標（排出量、再生利用率、最終処分量の目標値）に加えて、減量

化の目標を達成するための取組目標が新たに設定された。  
本府においても、府内の現状を踏まえ、取組目標を次のとおり設定する。  

 
項 目  

 
平成 年度  

実績値  
平成 年度  

目標値  
家庭から排出される食品廃棄物に占める食品ロス

の割合の調査を実施したことがある市町村数  
４市町村  

 
８市町村

 
家電リサイクル法上の小売業者の引取義務外品の

回収体制を構築している市町村数  
市町村  

 
市町村  

 
使用済小型電子機器等の再生のための回収を行っ

ている市町村数  
市町村  

 
市町村  
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  第２節 産業廃棄物の減量化の目標  

１ 排出量、再生利用率、最終処分量等に関する目標  

目標については、「平成 27 年度における産業廃棄物の排出状況等と業種ご

との活動指標との関係が変わらないものとして」将来の活動量指標の伸び率を

廃棄物量に乗じることによって算出した値から、事業者等の排出抑制等による

効果を見込んで設定する。  
 

項 目  
 

平成 年度  
実績値  

平成 年度  
目標値  

排出量  千ｔ  千ｔ  
再生利用率  ％  ％  

減量率  ％  ％  
最終処分量  千ｔ  千ｔ  
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  第２節 産業廃棄物の減量化の目標  

１ 排出量、再生利用率、最終処分量等に関する目標  

目標については、「平成 27 年度における産業廃棄物の排出状況等と業種ご

との活動指標との関係が変わらないものとして」将来の活動量指標の伸び率を

廃棄物量に乗じることによって算出した値から、事業者等の排出抑制等による

効果を見込んで設定する。  
 

項 目  
 

平成 年度  
実績値  

平成 年度  
目標値  

排出量  千ｔ  千ｔ  
再生利用率  ％  ％  

減量率  ％  ％  
最終処分量  千ｔ  千ｔ  
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【参考】廃棄物処理法基本方針の目標値

国においては、廃棄物処理法の基本方針において、平成 32 年度までの一般

廃棄物及び産業廃棄物の減量化の目標（取組目標については、平成 30 年度ま

での目標）が以下のとおり設定されている。  
 

【一般廃棄物の減量化の目標】

項 目 平成 年度

目標

排出量  年度比約 ％削減  
１人１日当たりの家庭系ごみ排出量  ｇ以下  

再生利用率  約 ％に増加  
最終処分量  年度比約 ％削減  

      
【産業廃棄物の減量化の目標】

項 目 平成 年度

目標

排出量  年度比約３％増に抑制  
再生利用率  約 ％に増加  
最終処分量  年度比約１％削減  

      
【取組目標】  

項 目 平成 年度

目標

家庭から排出される食品廃棄物に占める食品ロ

スの割合の調査を実施したことがある市町村数  
市町村（ 年度）  

→ 市町村（ 年度）  
家電リサイクル法上の小売業者の引取義務外品

の回収体制を構築している市町村の割合  
約 ％（ 年度）  
→ ％（ 年度）  

使用済小型電子機器等の再生のための回収を行

っている市町村の割合  
約 ％（ 年度）  
→ ％（ 年度）  
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